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　キリスト教美術は現存作例から類推して 2 世紀終わりから 3 世
紀初頭にかけて始まったと考えられている。この頃のキリスト教
はローマ帝国においては公認されていない宗教であったため、大
規模な聖堂建築やその装飾などではなく、その美術の始まりは葬
礼美術においてであった。ローマにおけるキリスト教作例では、
220年代のサン・カリストのカタコンベ内、秘跡の墓室群の壁画、
石棺浮彫の事例では、ローマ、サンタ・マリア・アンティクァ聖
堂の石棺浮彫（260年ごろ）が年代が類推できる最古の事例である。
その後、 4 世紀初頭にキリスト教が公認され、この宗教が皇帝の
庇護下に置かれるようになってくると、大規模な聖堂建築が開始
され、聖堂内部を飾る美術が誕生する。 4 世紀後半になるとキリ
ストを表現する寓意的な図像が登場するが、その一つが皇帝美術
の影響のもと誕生した「トラディティオ・レギス」図である。最
初期のキリスト教美術において、中心主題にイエスの表現は登場
しなかったが、だんだんと中心主題がキリスト表現に変化してい
く。本稿では、 3 、 4 世紀のキリスト教美術の作例を辿り、思想
の変遷を鑑みながら、キリスト表現がどのように変化したのか論
ずることとする。
初期キリスト教美術におけるキリスト表現と 
「トラディティオ・レギス（法の授与）」図
La rappresentazione di Cristo nell’arte paleocristiana e la 
scena di Traditio.
山田　香里
Kaori YAMADA
210
1 ．最初期のキリスト教美術とキリスト表現
　キリスト教美術はカタコンベの壁画や石棺浮彫彫刻といった葬
礼美術において始まった。現存する作例から類推し、それは 2 世
紀末から 3 世紀初頭のことであった。カタコンベはローマの主要
な街道沿いに造られた地下墓所であり、キリスト教徒に使用が限
定されていたわけではない。埋葬の場所は郊外の特定の場所に限
られており、キリスト教徒の迫害期における避難場所であったり、
秘密の礼拝場所であったりした考古学的な証拠はない。また、カ
タコンベは教会によって組織的に管理されており、カタコンベを
掘る墓堀人は当時の聖職位階のなかに置かれていた。ここでは、
年代がある程度特定できる、キリスト教美術最初期の作例をいく
つか紹介し、新約聖書物語場面やイエスの表現に限定して考察する。
1-1．サン・カリストのカタコンベ秘跡の墓室
　ローマ郊外、アッピア旧街道沿いにあるサン・カリストのカタ
コンベは、222年に殉教したローマ司教カリストゥスが助祭であっ
た頃、ローマ司教ゼフィリヌスの命により整備をした地下埋葬地
である。その中のエリア 1 にある秘跡の墓室群（A1-A3）iには、
キリスト教壁画の中でも最も古い時代の作例と考えられる一群が
存在する。墓室A3は、220年代の墓室と推定され、方形の墓室内
部の壁面には壁画が施される（図 1 ）。内部はロクルス穴が破壊
され、壁画の傷みも激しいが、墓室内部の残存する壁面には全て
壁画が残されている。天井には牧歌的風景描写とよき羊飼いが、
入口裏側の壁面には、「サマリアの女性」ii、「泉の奇跡」が描かれ
る。正面の壁面中央には会食場面が描かれ、その右手には「イサ
ク犠牲」が配される。天井に近い区画には、正面、左右の側面の
三壁面にヨナの物語場面（左に「ヨナの投下」、中央に「ヨナの
休息」、右に「吐き出されるヨナ」）が配されている。この墓室の
「イサク犠牲」も「サマリアの女性」も、のちに定型化する表現
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とは異なっており、たとえば「イサク犠牲」ではアブラハムとイ
サクが並んで正面を向きオランスのポーズを取る。カタコンベに
おける「イサク犠牲」図の最初期にあたるこの壁画は、未だ「イ
サク犠牲」図の図像が定まっていないことをうかがわせる。「キ
リストの洗礼」図（図 2 ）は、入口入って左手の壁面の中央に配
されている。ここで描かれるキリストは、洗礼者よりも小さい人
物像として描かれ、その容貌は定かではない。
1-2．プリシルラのカタコンベ
1-2-1．聖母子図iii（図 3 ）
　カタコンベ内ロクルス上に描かれたこの壁画は（Nestori, Priscilla, 
no. 11, WP. 21-1, 22iv）現存最古の聖母子とも評される。この地
図 1　サン・カリストのカタコンベ、秘跡の墓室（A3）
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域は何段階かにわたって壁画が施されており、この聖母子図はス
トゥッコ装飾によって描かれたよき羊飼い図が置かれる長方形の
横長の画面の右端に、羊飼いとは90度向きを異なる形に描かれる。
左向きに座った母子とその左には星を指差すイサクともバーラム
ともいわれる預言者が描かれる。この預言者はキリスト生誕にま
図 2　「キリストの洗礼」、サン・カリストのカタコンベ、秘跡の墓室（A3）
図 3　プリシルラのカタコンベ、聖母子図
213
つわる預言をおこなっているのだろう。この聖母子図と同カタコ
ンベ内のヴェールの女性の墓室（Nestori, 7, WP81）には280年ご
ろの幼子を抱く女性像が残されているが、両者を比較しても取り
立てて表現方法に違いがあるわけではない。一般的な子供を抱く
女性像と表現に差異はない。
1-2-2．カペッラ・グレーカ（Nestori, Priscilla, no. 39）
　カペッラ・グレーカは同カタコンベ内のヴェールの女性の墓室
と同年代、280年ごろの壁画が残される、独特の形態を持った墓
室である。縦長の空間で、内部の壁面にはベンチ型構造を持つ。
空間は天井に設けられたアーチによって、二つに分割される。入
口に近い天井には「中風患者の治癒」、「夏の擬人像」が、入り口
裏側の壁面には「モーセの泉の奇跡」、「炉の中の 3 人のヘブライ
人の若者」が描かれる。奥の空間には旧約聖書から取られた物語
場面が多く描かれ（手前の空間には、スザンナの 3 場面が、奥の
空間には「イサク犠牲」、「ライオンの穴のダニエル」、アーチの
裏側に「ノアの箱舟」）、新約聖書の物語場面は、アーチの表裏に
描かれる「マギの礼拝」、「ラザロの復活」の 2 場面である。入口
真正面に見える「マギの礼拝」図は、右手に座像の聖母子が描か
れ、左から東方三博士が贈り物を持って近づいてくる。この壁画
の状態は良いものではなく、登場人物の容貌も定かではない。
1-3． サンタ・マリア・アンティクァ聖堂の石棺（Rep. 747, 
=WS. 1-1, 3-1）v
　1901年にローマ、フォロ・ロマーノに位置する同聖堂より発見
されたこの石棺は、現存するキリスト教石棺の中で最古のものと
考えられているvi。楕円形の浴槽型石棺で、石棺前面には左より
漁の風景、「ヨナの休息」、オランスの女性、よき羊飼い、哲学者、
「キリストの洗礼」、海の神、網を繕う風景、が描かれる。この
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うちヨナやキリストの洗礼図を除くと、当時の異教石棺浮彫に好
まれた主題が並べられているからである。ヴァティカンのピオ・
クリスティアーノ美術館所蔵の通称サラリア街道の石棺（Rep. 
66, WS. 1 - 2 、図 4 ）は、この石棺と同年代の制作と考えられ
ているが、聖書物語場面を除けば同様の装飾主題が列挙されてい
る。また、サンタ・マリア・アンティクァ聖堂の石棺はオランス
の女性と哲学者の顔の仕上げが施されてはおらず、これは死者夫
妻像を想定して描かれたと思われるvii。よき羊飼い、オランス、
哲学者、という三人の寓意的人物像の表現は、キリスト教美術特
有の表現ではなく異教石棺にもしばしば描かれるもので、たとえ
ば 3 世紀前半の異教石棺であるガイヨールの石棺（WS. 1 - 3 ）
の中心モティーフは、サンタ・マリア・アンティクァ聖堂の石棺
と同じく、オランスの女性、哲学者像、よき羊飼い像である。ま
た、この石棺上の洗礼図は、サン・カリストのカタコンベ、秘跡
の墓室のキリスト洗礼図と同様、洗礼者より小さな姿でイエスが
描かれているのが特徴であるし、その主題の置かれた位置も副次
的なもので、主要な主題とは考えられない。むしろ、中央の死者
夫妻像が中心主題であろう。
図 4　ヴァティカン、ピオ・クリスティアーノ美術館蔵、サラリア街道の
石棺（Rep.66）
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1-4． ヴァティカン、ピオ・クリスティアーノ美術館蔵、 3 世紀
後半から 4 世紀初頭の石棺群
1-4-1． 3 世紀後半の石棺群
　ピオ・クリスティアーノ美術館蔵の石棺群には、 3 世紀末から
4 世紀初頭の作とされる石棺がいくつかある。キリスト教石棺と
されているものの中で最も古い年代に設定されているのは、前述
のサラリア街道出土の石棺で、サンタ・マリア・アンティクァ聖
堂所蔵の石棺と同年代とされる。中央にはよき羊飼いが立ち、画
面両端には死者夫妻像が座すが、夫は哲学者として描かれる。羊
飼いの左右には死者夫妻を除いて 2 名ずつ、立像の男女の人物像
グループが配され、女性の一人はオランス像となっている。この
ようにサンタ・マリア・アンティクァ聖堂所蔵の石棺上の描写と
は共通点が多いのだが、ここにはキリスト教的な描写は一切ない。
しかし、これもまたキリスト教石棺と推定されている。この時代
には、キリスト教とも異教とも判断の難しい一連の牧歌的な主題
を持つ石棺群があったviii。
　ピオ・クリスティアーノ美術館には、これ以外に 3 世紀の後半
の作とされる石棺がいくつかあるが（Rep. 1, 2, 32, 35, 46, 67, 68, 
79, 70, 71, 72）この中で聖書物語場面の描写があるものは 3 点の
みであり（Rep. 46, 35, 67）、イエスが描かれているのは、そのう
ち 2 点（Rep. 35, 67）でともに「ラザロの復活」場面である。
Rep. 46（WS. 57- 5 ）では、画面の左右端によき羊飼い像と死者
肖像と思われるオランス像が、画面中央には銘文を収めたタブラ
置かれる。タブラの左側には海に投げ込まれる「ヨナの投下」、「ノ
アの箱舟」が描かれる。タブラの右側には複数の羊を含む田園風
景が描かれ、左側の海洋画面から広がった水を羊が飲んでいる。
ヨナ、ノアの表現は、海洋風景の一環と考えられ、この石棺の左
右には海と陸の自然描写が繰り広げられる結果となる。こうした
牧歌的描写は 3 世紀までの異教葬礼美術に好んで描かれたもの
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で、この石棺には牧歌的風景描写に見合った聖書物語場面が挿入
されたものと考えられる。
　イエスが描かれる石棺 2 点のうち、Rep. 67（WS. 111- 4 ）は、
ストリギリス型と呼ばれる画面の分割法を取っている。石棺前面
は五分割され、中央と両端の画面に人物像が配されるが、その間
の空間はS字型の波型紋様で埋められている。この波型が当時の
浴場などで用いられたストリギリスと呼ばれる垢すり棒の形状に
類似しているためこう呼ばれる。一方、Rep. 35ix（WS. 9 - 3 ）は、
通称ヨナ石棺と呼ばれ、上下二段に分けられた大型の画面を持つ。
その中央に大海に投げ出されるヨナの乗った船を、上下を分ける
線を遮る形で大きく描いている。画面上でヨナ物語は、船から投
げ出され大魚に飲み込まれるヨナ（「ヨナの投下」）、その右に大
魚から「吐き出されるヨナ」、その上方には「眠るヨナ」と、三場
面にわたって描かれる。石棺上でヨナの場面はかなりの場所を取
り、イエスは左上に小さく「ラザロの復活」場面に登場するのみ
である。この石棺上では、ヨナ物語が最重要主題であることは明
らかである。ヨナ物語はほかの聖書物語場面とは異なる扱いを受
けていた。この時代、聖書物語を描く時には一つの主題に対して
一場面しか表現をもたない。長いエピソードの場合でも、一つの
場面で表現する。ヨナ物語はこうした法則とは無縁で、その話の
展開に応じてカタコンベでは 4 つの、石棺浮彫では 3 つの表現方
法を持つx。これは、当時の聖書解釈の一方法、予型論的解釈によ
ると、大魚に飲み込まれて三日三晩魚の腹の中で過ごして吐き出
されるヨナが、十字架上の死ののち埋葬され三日三晩を墓の中で
過ごして復活したキリストの予型と考えられているからである。
1-4-2． 4 世紀初頭の石棺群
　 4 世紀の第一四半期になると、聖書物語場面の表現が出揃って
くる。例えばRep. 6（WS. 127- 1 、図 5 ）はフリーズ型の石棺で
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あるが、中央にはオランスの女性が配され、その左右には左端よ
り「ペトロの泉の奇跡」、「ペトロ逮捕」、「カナの婚礼の奇跡」、（オ
ランスを挟んで）「盲人の治癒」、「パンの増加の奇跡」、「ラザロ
の復活」が描かれている。カタコンベでは 3 世紀後半には救済の
範例xiと呼ばれる旧約聖書の物語場面が好んで描かれたが、 4 世
紀初頭になると石棺上には新約聖書の物語、特にイエスやペトロ
の生涯にまつわるものが好んで描かれるようになる。フリーズ型
の石棺上では、聖書の物語は隙間なく並べられ、物語の間に優劣
は見出せない。
　また、この時期には従来の石棺に比べると非常に大きな大型石
棺も登場する（Rep. 39-45）。二兄弟の石棺と呼ばれる作例の石
棺前面は（Rep. 45=WS. 91）xii上下二段に分けられているが、上
段中央には貝殻を形取った円形の中に男性二人の肖像が描かれ
る。イマゴ・クリペアータと呼ばれるこの円形の中には一般に死
者夫妻像が描かれる。石棺は多くの場合、既製品であり、死者夫
妻肖像となることを想定して粗彫りをあらかじめ行い、購入者が
決定してから肖像の仕上げを行う。向かって左側の男性像は、も
図 5　ヴァティカン、ピオ・クリスティアーノ美術館蔵、石棺（Rep.6）
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ともと女性を想定して彫られていることが体つきなどから推測で
きる。上下二段に分けられた区画には、下段左より「ペトロの泉
の奇跡」、「ペトロの逮捕」、「ライオンの穴のダニエル」、中央の
肖像下に「読書するペトロと二人の番兵の回心」、「盲人の治癒」、
「パンの増加の奇跡」が、上段左からは「ラザロの復活」、「ペト
ロ否みの予告」、「十戒の授受」、貝殻文様を挟んで「イサク犠牲」、
「ピラト洗手」、が描かれる。貝殻の左右に「十戒の授受」や「イ
サク犠牲」が配されるのは、神の姿を隠しつつ神の手を描くのに
都合が良い位置であるからだ。また、「ラザロの復活」、「泉の奇跡」、
「ピラト洗手」は、その表現形式から石棺の端に描かれることが
多い。これらの物語表現の中でイエスは上段左の区画の「ラザロ
の復活」、「ペトロ否みの予告」、下段右の区画の「盲人の治癒」、
「パンの増加の奇跡」場面中に描かれる。また、ペトロ関連の物
語は、新約聖書外典を典拠としている。
　 4 世紀前半までの石棺浮彫の作例を概観すると、初期のものに
は必ずしも聖書物語が描かれていたわけではない。当時の異教石
棺にも共通する主題、牧歌的な田園風景描写、とりわけ羊飼いや
羊たちが多く描かれていた。また人物像としては、オランス像や
よき羊飼い像、哲学者などが好まれることはカタコンベの壁画と
共通する傾向である。 4 世紀に入る頃には少しずつ聖書物語描写
が増加していき、 4 世紀前半にこの時代に好まれた聖書物語場面
が大体出揃う。旧約聖書からは救済の範例とされる例が多く選択
され、新約聖書からはイエスの奇跡場面、生誕や受難場面のいく
つか（「マギの礼拝」、「ペトロ否みの予告」、「ピラト洗手」）と外
典からはペトロに関する物語場面（「泉の奇跡」、「ペトロの逮捕」）
などが選択されている。物語の配置の仕方を見ても、イエスに関
連するものであるからといって特別な場所に配置されることはな
く、各物語の間に優劣は見出せない。イエス自身の描写も、のち
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の聖堂壁画などの壮年の重々しいキリスト像とは異なり、年若く
描かれることが多い。
1-5． 4 世紀後半のキリスト像
　 4 世紀後半になると、カタコンベの壁画も、石棺浮彫表現も、
キリスト像に関して表現の変化が訪れる。それまでは聖書物語の
登場人物として登場していたものが、より寓意的となり、他の登
場人物とは一線を画す形で描かれることとなる。また、カタコン
ベの壁画では、聖堂墓室内の空間構成が、聖堂や礼拝堂のそれを
模していると思われるものとなり、画面構成も聖堂アプシス壁画
に影響を受けたものが登場する。
1-5-1．コモディルラのカタコンベ、レオーネの墓室xiii（図 6 ）
　コモディルラのカタコンベはオスティエンセ街道とアッピア街
図 6　コモディルラのカタコンベ、レオーネの墓室
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道に挟まれた場所に位置するカタコンベで、この墓室は入り口上
部に記された銘文からレオーネ（レオ）の墓室と呼ばれる。小規
模な墓室であるが通廊に面した入り口の壁面をはじめ内部の側面
全てに壁画が施され、墓室の所有者は富裕層に属すると推定され
る。入口の外側はアーチ型の画面を持つがこの左右の基部に殉教
聖人であるフェリクスとアダウクトゥスが描かれる。アーチ中央
には13羽の鳩が描かれ、その中央の鳩はニンブスを持ち、小高い
丘に立つ。天井部の区画は格子状に区画が取られ、中にはそれぞ
れ星が描かれる。中央にはアルファとオメガを伴った、ニンブス
をつけた壮年の姿でキリスト胸像が描かれる。終末時に顕現する
再臨のキリスト像である。正面アルコソリウムにはフェリクスと
アダウクトゥスの間に立つニンブスをつけたキリスト像が描か
れ、左右のアルコソリウムには、「ペトロの泉の奇跡」、「ペトロ
否みの予告」が配される。「ペトロ否みの予告」は石棺上にはよ
く見られる表現だが、カタコンベの壁画は他に 1 例しか現存しな
い。一方、「泉の奇跡」はしばしば描かれる図である。墓室内の
左右にペトロの表現を配置するという意図のもと、主題の選択が
行われたと思われ、それはカタコンベの図像選択のかつての伝統
に沿ったものではない。また、キリストは、墓室内外で姿を変え
ながら繰り返し描かれる。入り口では鳩、天井ではニンブスをつ
けた壮年、正面アルコソリウムではニンブスをつけた若者、右ア
ルコソリウムでは若いイエス、また、羊を用いた擬人像表現、キ
リストのモノグラムもある。 4 世紀前半の石棺上に繰り返し聖書
物語における同じ姿のキリスト像が描かれたのとは異なる表現手
法である。こうした墓室内の図像の配置法やキリストの表現方法
などから考えると、この墓室の装飾は地上における礼拝堂空間か
ら影響を受けたことは間違いない。
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1-5-2． サンティ・ピエトロ・エ・マルチェリーノのカタコンベ、
「諸聖人の墓室」、天井画xiv
　この墓室の天井画は、今までもしばしば聖堂装飾の影響を受け
たものと考えられてきた。この天井画は上下二層に分けられ、人
物像がより大きく描かれている上半分には、キリスト、ペトロ、
パウロが描かれる。キリストは坐像でニンブスをもち、使徒たち
はアクラマティオ（賞賛）のポーズをとる。キリストの頭部の両
側には、アルファとオメガの文字が記され、彼の頭の上にはモノ
グラムが記されている。下段には、中央に 4 本の川が流れ出る丘
があり、その上にニンブスをつけた小羊が立つ。キリストの擬人
像表現である。小羊の頭の上には、キリストと同様にモノグラム
が記される。小羊の両側には二人ずつ殉教者が立ち、アクラマティ
オのポーズをとって小羊とキリストを賞賛している。殉教者たち
には銘が記されており、左からゴルゴニウス、ペトルス、マルケ
リヌス、ティブルティウスである。ペトロと異なり、この時代の
パウロは聖書物語場面の表現を持たない。描かれるときは必ずと
言っていいほどペトロとともにキリスト称揚のために描かれる。
これは聖堂を飾る装飾に見られる特徴と思われる。
1-5-3．ヴァティカン、ピオ・クリスティアーノ美術館の石棺群
　 4 世紀後半になると、石棺上に描かれる主題には変化が訪れる。
4 世紀前半までは、フリーズ型石棺の場合、その中央に描かれる
のは故人の肖像が多かった。例えば、前述のRep. 6 （図 5 ）は
新約聖書の物語を羅列している表現だが、中央に描かれるのはオ
ランスの女性像であり、おそらく死者肖像である。それが、 4 世
紀半ばから後半になってくると石棺中央には、キリストが描かれ
る機会が増える。Rep. 52（WS. 180- 2 、図 7 ）の石棺は、蓋も
棺身も残った貴重な作例である。蓋の中央にはタブラと銘文があ
りその左右には、「炉の中の 3 人のヘブライ人の若者」と、「ヨナ
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の投下」、「休息」が描かれる。棺身は列柱型と呼ばれる画面の分
割法を用いている。連続する柱の列で画面を分割し、柱と柱の間
の空間に登場人物を描く。ここでは画面は 8 本の柱で画面は 7 つ
に分けられている。左より「イサク犠牲」、「十戒の授受」、「盲人
の治癒」、「ペトロ否みの予告」、「出血症の女性の治癒」、「カナの
婚礼の奇跡」、「ペトロの泉の奇跡」が描かれる。中央区画に当た
るのは「ペトロ否みの予告」であるため、この石棺の中央に位置
する人物はイエスとペトロとなる。中央に描かれるイエスが物語
の登場人物でない事例もこの時期に出現する。Rep. 51（WS. 
143- 2 ）の石棺は 4 世紀半ば以降の作例とされるが、この石棺も
列柱型である。ここでは 6 本の柱によって区画は 5 つに分けられ
る。左より「パンの増加の奇跡」、「ペトロ否みの予告」、「キリス
トと二使徒」、「カナの婚礼の奇跡」、「中風患者の治癒」、が描か
れる。中央のキリストと二使徒は、特定の新約聖書のエピソード
を表現しているわけではない。
　 4 世紀後半には、今までの表現とは異なり、より寓意的な表現
も登場する。それが、「勝利の十字架」表現であるxv。アナスタ
シス、と呼ばれるこの表現は、古代ローマの戦勝記念碑、トロフェ
ウムの表現形式をキリスト教的に変化させてキリストの復活の勝
利を表現したものである。トロフェウムとは、ローマ軍が戦勝し
たとき、敵の武具などの戦利品をかけるT字型のくびきのことで、
図 7　ヴァティカン、ピオ・クリスティアーノ美術館蔵、石棺（Rep.52）
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戦勝行列の際にこれを掲げて歩く。トロフェウム自体が戦勝を意
味する。このくびきの表現の上に植物綱にかこまれたキリストの
モノグラムを描き、両側には眠る兵士像を配する。人物像として
のキリストは表現されないが、このトロフェウムを元にした「勝
利の十字架」表現はキリストの復活の勝利を表現している。勝利
の十字架石棺は現存するもので29例が確認されているがうち 4 例
がピオ・クリスティアーノ美術館に所蔵されている。Rep. 49は
石棺前面を 5 区画に分けた列柱型石棺であるが、中央の区画に勝
利の十字架が描かれる。他には左から「キレネ人シモン」、「茨の
冠」、「キリスト逮捕」、「ピラト洗手」が描かれ、受難物語を描い
た石棺とされる。このようにキリストを人物像として描かずとも、
キリストの復活を表現する方法が一連の受難物語表現と共にこの
時期に成立していた。
1-5-4．ユニウス・バッススの石棺（Rep. 680, WS. 13）xvi
　 4 世紀後半の最重要石棺と考えられるものの一つとして、サン・
ピエトロ聖堂宝物館蔵のユニウス・バッススの石棺が挙げられる。
銘文から被埋葬者は359年にキリスト教の新入会者として没した
ローマ元老院階級に属するユニウス・バッススと判明している。
石棺は上下二段に分けられ、それぞれが列柱によって 5 つの区画
に分けられている。上段左より「イサク犠牲」、「ペトロの逮捕」、
「キリストと二使徒」、「キリストの逮捕」、「ピラト洗手」、下段
左よりヨブ、「アダムとエバ」、「エルサレム入城」、「ライオンの
穴のダニエル」、「パウロの逮捕」が配される。下段の柱のアーチ
上に動物の擬人像を用いた聖書物語場面を描いていることもこの
時代の流行を示している。イエスは、「エルサレム入城」、「キリ
ストの逮捕」場面といった受難物語上に描かれるほか、中央上部
の区画に二使徒と共に聖書物語には依拠しない表現として描かれ
る。ここでは、座像の若いキリストが左手に開かれた巻物をもち、
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その両側に使徒が立つ。この時代に流行した「トラディティオ・
レギス」図の存在から、開かれた巻物をキリストが持つこの図も
「法の授与」図であると考える研究者もいる。キリストの足下に
は頭の上に布を広げた古代ギリシアの神格ウラノスが描かれてお
り、キリストが全世界の支配者であることを示している。
1-5-5． ミラノ、サンタンブロジオ聖堂蔵、通称スティリコの石
棺（Rep. 2-150）xvii
　 4 世紀後半の最重要石棺のもう一つは、ミラノ、サンタンブロ
ジオ聖堂所蔵の石棺である。この石棺は現在、聖堂の説教壇下に
設置される大型石棺で、石棺の四側面全てに装飾が施されている。
石棺の一画面を区切ることなく大画面で使用することが流行し始
めたころの作例で石棺前面、背面に一場面ずつが描かれる。石棺
前面の主題は「トラディティオ・レギス（法の授与）」図であり、
背面に描かれているのは「教えを授けるキリスト」像であるxviii。
いずれも画面中心に描かれるのはキリスト像であるが、画面全体
は聖書物語に依拠した物語表現ではなく寓意的表現である。「教
えを授けるキリスト」像は、かつて石棺上で死者を表現していた
哲学者像から派生したキリスト表現である。異教石棺では哲学者
像は人間の理想的な姿として好んで死者肖像に用いられた。その
後、キリスト教石棺では真の哲学者がキリスト、という考えから、
哲学者像の形態を継承した教師キリスト像が好んで描かれるよう
になり、死者を哲学者として描くことはなくなった。ここでは開
かれた冊子本をもった若いキリストとその両側に座す十二使徒に
よって構成されている。キリストはこの世での生の間に弟子たち
に教えを授けたが、また一方で終末においてはキリストは弟子た
ちと一同に会する。「教えを授けるキリスト」像を12使徒が取り
囲む表現を「使徒たちの集会colleggio apostolico」図と呼ぶ。一方、
「トラディティオ・レギス」図は、皇帝称揚の図像から想を得た、
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キリスト称揚図である。また、その画面構成から、もともともプ
ロトタイプたる画像は、聖堂アプシスに存在したと推測されてい
るxix。
1-5-6． コンスタンティナ廟堂、南側小アプシス、モザイク壁画 
（図 8 ）xx
　ローマのノメンターナ街道沿いのサンタニエーゼ聖堂に隣接す
るサンタニエーゼの墓地バシリカに付随した廟堂は、コンスタン
ティヌス帝の皇女コンスタンティナの墓廟として建設された。現
在ではサンタ・コスタンツァ聖堂としても知られている。廟堂内
部、とくに周歩廊天井と南北アプシス型壁面は360年ごろのもの
とされるモザイク壁画で飾られている。これは、ローマに現存す
る地上のキリスト教モザイク壁画としては最古のものである。キ
リスト像が描かれるのは南北の小アプシスである。北側小アプシ
スには「ペトロへの鍵の授与（トラディティオ・クラヴィウム）」
が描かれるxxi。このモザイクは後代の補修が激しく、かつては「十
図 8　コンスタンティナ廟堂、南小アプシス、モザイク壁画
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戒の授受」ではないかとも言われていた。キリストはひげを生や
した壮年の男性として描かれており、頭にはニンブスをつけ球体
に座す。左手には閉じた巻物をもち、右手でキリストの右にいる
ペトロに鍵を授与する。彼らの背後には、九本の樹木が生える。
一方、南側小アプシスに描かれているのは「トラディティオ・レ
ギス」図である。「トラディティオ・レギス」図は、 4 世紀後半
から 5 世紀初頭にかけてローマ文化圏において集中的に描かれた
図像であるが、現存する45例余りの作例の中でこの壁画はプロト
タイプに一番近い一連の作例の一つと考えられている。キリスト、
ペトロ、パウロからなる三人図像であり、中央のキリストは小高
い丘にたち、右手を挙げて左手では開かれた巻物をペトロに授与
する。キリストの右側にはパウロがたち、アクラマティオと呼ば
れる称賛のポーズを取る。両端にはなつめやしの木がたち、その
前に羊小屋が描かれる。キリストと使徒たちの間には二頭ずつの
羊がキリストに向かって立つ。「トラディティオ・レギス」図に
おける右手を挙げるキリストのポーズ、右手を挙げて称賛するパ
ウロのポーズは、皇帝美術における皇帝と臣下たちの表現方法を
受け継いでいる。非常に皇帝美術の色彩の強い表現である。
1-5-8．まとめ
　このように、 4 世紀後半のキリスト表現を概観すると、いくつ
かの共通する傾向が見られる。まず最初に、キリストを表現する
ときに聖書物語に依拠しない表現がいくつか登場していた。石棺
ではそれが顕著で、寓意的な表現（「トラディティオ・レギス」図、
「教えを授けるキリスト」像、「勝利の十字架」石棺）が多く登
場し、一方カタコンベの壁画では、キリストを称揚するための図
像が登場する。石棺と異なり墓室という空間内に壁画を配置する
カタコンベの事例では、空間の利用の仕方が聖堂建築を模してい
ると思われるものもあった。キリスト称揚の図像を有機的に配置
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する方法も、聖堂建築を飾る装飾からの流用と考えられる。
　「勝利の十字架」石棺では、寓意的な方法でキリストの復活を
表現する。石棺上でのみ用いられたこの表現は、しばしばキリス
トの受難伝と組み合わせて描かれた。 4 世紀前半では、ランダム
に並べられていた旧・新約聖書の物語場面が、その意味内容で整
理され、一連の受難物語表現が成立したことを示している。「教
える授けるキリスト」像は、カタコンベにも石棺浮彫にも見られ
る図像である。カタコンベでは14事例が数えられ、カタコンベ内
で12使徒を描く際の定型表現であったと思われる。
　「トラディティオ・レギス」図は、失われた旧サン・ピエトロ
聖堂のアプシス装飾で誕生したと考えられている。聖ペトロの墓
とされた場所の上に建設された聖堂の主要な画面であるアプシス
の装飾には、ペトロを主たる表現として描く装飾を置く必要性が
あった。キリストがペトロへ授与する「巻物」は皇帝美術におい
ては皇帝権威の象徴であることから、ここでは、キリストを称揚
しつつペトロがキリストから直接宣教の権威を受けとったことを
示していると思われる。聖ペトロに関しては、ヴァティカンの地
で殉教し、その地に埋葬されたという伝説がある。二世紀末には
この埋葬地には小規模な礼拝施設が設置され、人々が詣でてい
たxxii。例えば、コモディルラのカタコンベ、レオーネの墓室をみ
ると、入り口正面の画面には、キリストとカタコンベに埋葬され
た（とされる）二人の殉教者が、左右の壁面には「ペトロの泉の
奇跡」、「ペトロ否みの予告」が描かれる。天井の荘厳のキリスト
像とあわせて、この空間の物語場面の配置は、聖堂装飾などの礼
拝空間の装飾プログラム、とりわけ聖ペトロをも称揚しようとす
るプログラムが反映されていることは明らかである。
2 ．「トラディティオ・レギス」図に関する考察
　「トラディティオ・レギス」図は現存作例でそれと判別できる
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ものが45作例あまりあるが、その中で、他の聖書物語場面が共に
描かれる事例は石棺浮彫では12例あるxxiii。他にコンスタンティ
ナ廟堂のモザイク（「鍵の授与」）、ナポリ洗礼堂のモザイク（「ペ
トロの召命」、「カナの婚礼の奇跡」、「出血症の女性」、「サマリア
の女性」）、アド・デチムムのカタコンベの壁画（「ラザロの復活」）
の例があり計16作品が聖書物語とともに描かれる。石棺浮彫の事
例では、コンスタンティナ廟堂と同じく「ペトロへの鍵の授与」
が描かれる作品が 3 例（サン・セバスティアーノのカタコンベ蔵
Rep. 200、ヴァティカン宝物館蔵Rep. 676=WS. 39- 1 、サン・マ
クシマンの大聖堂蔵Rep. 3 -499＝WS. 39- 2 ）ある。また、ペト
ロに関連する図像を持つ石棺は他にもあり、ヴァティカン宝物館
に所蔵されるRep. 679（WS. 12- 5 ）は、サン・ピエトロで出土
した石棺だが、画面左右両端に「洗足」、「ピラト洗手」が配され
る。これはいずれも身体を洗う表現で、表現形式上、石棺両端に
置くと左右対称の表現となる。石棺両端に「洗足」と「ピラト洗
手」を配する石棺は他に 2 例ある（ピオ・クリスティアーノ美術
館蔵Rep. 58=WS. 121- 1 、アルル、考古学博物館蔵、Rep. 3 -53 
=WS. 42- 1 ）。ピオ・クリスティアーノ美術館の作例は、「トラディ
ティオ・レギス」図の左右に「ペトロ逮捕」、「キリスト逮捕」を
描いており、石棺の右側にキリストの物語場面が、左側にペトロ
の物語場面を描いた上で物語の表現形式上も内容上も左右対象と
なるような描き方をしている。このように、「トラディティオ・
レギス」図が聖書物語場面とともに描かれる事例は少ないものの、
その大半の事例でキリスト受難伝の諸場面（「エルサレム入城」
や「ザアカイ」、「ピラト洗手」、「キリスト逮捕」、「ペトロ否みの
予告」、「洗足」）が描かれている。そのいくつかはペトロが主役
となる表現を持つものであり（「洗足」、「ペトロ否みの予告」）、
さらにキリストの受難物語とは無関係なペトロ表現（「鍵の授与」
と「ペトロ逮捕」）も描かれる。また、「洗足」と「ピラト洗手」
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の表現は左右対象となるため石棺の両端に置きやすい。「トラディ
ティオ・レギス」図自体が、キリスト称揚以外にペトロに対する
宣教の権威の授与、という意味内容を持ち、キリスト称揚と同時
にペトロを権威づけもする図となっている。したがって、この図
を擁する石棺上にキリストの受難とともにペトロの受難を同時に
描くことも不思議ではない。
3 ．キリスト表現の変遷（まとめ）
　今まで考察してきたように、キリスト表現は葬礼美術内で 4 世
紀後半に大きく変化を遂げる。その変化は、おそらくは313年の
ミラノ勅令でキリスト教が公認されて以降の大規模な聖堂建築活
動が始まったことが大きな理由である。 4 世紀後半のキリストに
まつわる寓意的表現は、聖堂装飾に起源があると思われ、大規模
な聖堂建築の建築活動が行われる中で、キリストをより権威ある
ものとして表現することを目指すようになったためと考えられ
る。これには、325年のニカイア公会議において、キリストが神
と同一本質を持つという決定がなされたこととも関係があるだろ
う。320年代に建築が開始されたとされる旧サン・ピエトロ聖堂
では、元々はアイコニックな画像がアプシスにあり、その後、「ト
ラディティオ・レギス」図が描かれるようになったと推定されて
いるxxiv。聖堂は司教シルウェステル時代に建造が開始されたが、
元々のアプシス装飾は、キリスト称揚を目指した人物像表現では
なかったというのである。その後、アプシスの壁画は司教ユリウ
ス（337-352）やリベリウスの治世下（352−366）で新たな壁画
が「トラディティオ・レギス」図として完成したとされるxxv。こ
の「トラディティオ・レギス」図成立の背景には、アレイオス論
争に端を発した教会間の主権争いや、ニカイア正統信仰を支持し
たローマ教会の立場の主張などがあった。350年に亡くなった皇
帝コンスタンスは、トリールの大聖堂やアクィレイア大聖堂の建
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築に関わっている。これは、いずれの場合も彼がその地に滞在中、
ニカイア公会議において信条を起草したのちのアレクサンドリア
司教アタナシオスが皇帝を訪ねた後のことである。彼は最初の追
放中である341年、ローマに皇帝コンスタンスを訪ねている。こ
れをきっかけとして、ニカイア正統信仰を示す「トラディティオ・
レギス」図がサン・ピエトロに描かれたのではないか、とジェム
は指摘するxxvi。そして、サン・ピエトロ聖堂をはじめとする大
規模聖堂の建築のイニシアチブを皇帝がとっていることから、キ
リスト称揚の表現方法は、皇帝賛美の美術から表現形式を借用す
ることになったというのである。
　「トラディティオ・レギス」図ではペトロとキリストがともに
描かれているが、付随して聖書物語場面が描かれる場合、「ペト
ロへの鍵の授与」をはじめとするペトロの物語場面が描かれるこ
とが多かった。特に石棺浮彫では、左右対称の表現方法を好むこ
ともあり、左右対称にキリストとペトロの受難を配することも
あった。またペトロは前述の通りモーセと対比されて描かれるこ
とが多く、「ペトロへの鍵の授与」も、「十戒の授受」のモーセと
対比されたものと考えられる。だが、ペトロが多く描かれた理由
はこれだけではない。ペトロは早くからローマ教会の祖と考えら
れており、初代ローマ司教と見なされていた。カリストゥスがロー
マ司教であった頃、各地の主要なキリスト教都市が、その地に教
会を建てたのは使徒であると、教会の起源が使徒に遡れる、とし
たことと関係があるxxvii。ローマは12使徒の中で最も重要な人物、
ペトロがその教会の基礎を築いたと主張をしたのである。した
がって、聖堂装飾の中でペトロを強調して描くことは、ローマ司
教の権威を主張することに他ならない。ペトロとともに描かれる
パウロも、 4 世紀半ばのローマの殉教者の暦Depositio Mar-
tyrumが示すように、ペトロとともにローマの殉教者として崇敬
を集めてきた。キリストの権威とともに、ローマ教会の権威を示
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す具体的な図像を求めて、ペトロと彼の物語場面は、巧みに聖堂
空間内に配置されていくことになり、それがカタコンベの壁画や
石棺浮彫彫刻の表現に反映したと考えられるのである。
　このように、キリストの表現は、教会のおかれた状況や思想に
よって変貌をとげてきた。ローマにおいて発生した「トラディティ
オ・レギス」図では、初代ローマ司教とみなされたペトロをもキ
リストと共に称揚するため、キリストとペトロを対称的に描く石
棺も登場した。これは、おそらくは地上の聖堂建築における装飾
を反映したものである。聖書物語の一登場人物としてキリスト教
美術に登場したキリスト像は、こうして神と同一本質を持つ、至
高の存在として描かれるようになっていったのである。
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